
「
松
屋
十
八
景
記
」
訳
注
稿 

 

は
じ
め
に 

本
稿
は
、
徳
山
藩
第
三
代
藩
主
、
毛
利
元
次
候
が
選
ん
だ
十
八
の
徳
山
の
名
勝

を
、
桂
方
直
が
文
章
と
し
て
記
し
た
「
松
屋
十
八
景
記
」
の
訳
注
を
試
み
た
も
の

で
あ
る
。 

近
世
の
徳
山
に
優
れ
た
文
化
が
花
開
い
た
こ
と
は
、
渡
辺
憲
司
『
近
世
大
名
文

芸
圏
研
究
』
八
木
書
店 

一
九
九
七
刊
（I

S
B
N
4
-
8
4
0
6
-
9
6
0
2
-
0 
C
3
0
9
5

）
に
よ
っ

て
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
徳
山
高
専
の
学
生
た
ち
に
そ
の
こ
と

を
知
る
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
に
戸
惑
い
、
か
つ
残
念
に
思
い
、
比
較
的
読

み
や
す
い
こ
の
文
章
を
、
四
年
次
選
択
科
目
の
講
義
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
。 

そ
の
後
、
井
上
直
樹
校
長
、
土
木
建
築
科
目
山
直
樹
准
教
授
の
勧
め
も
あ
り
、

微
力
な
が
ら
地
域
へ
の
貢
献
の
一
端
に
な
れ
ば
と
、
講
義
用
資
料
の
注
釈
部
分
を

大
幅
に
増
補
し
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

［
凡
例
］ 

・
本
文
の
底
本
は
、
周
南
市
立
図
書
館
中
央
図
書
館
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
、
郷
土
資

料
ギ
ャ
ラ
リ
ー
→
中
央
図
書
館
所
蔵
画
類
→
『
徳
山
名
勝
』
に
、
全
二
四
頁
の
見

開
き
写
真
版
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
、
徳
山
藩
三
代
藩
主
毛
利
元
次
が
宝
永
三

（
一
七
〇
六
）
年
に
刊
行
し
た
『
徳
山
名
勝
』
で
あ
る
。

h
t
t
p
s
:
/
/
l
i
b
r
a
r
y
.
c
i
t
y
.
s
h
u
n
a
n
.
l
g
.
j
p
/
b
u
n
k
a
/
c
h
u
o
s
h
o
g
a
7
6
.
h
t
m
l 

・
底
本
の
不
鮮
明
箇
所
は
、
徳
山
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
徳
山
市
史
史
料
』
全
三

冊
（
一
九
六
四
～
一
九
六
八
）
の
、
上
冊
二
五
三
〜
二
五
四
、
下
冊
四
〇
六
〜
四

〇
七
頁
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
を
参
照
し
た
。 

・
改
行
は
、
景
ご
と
に
施
し
た
が
、
あ
く
ま
で
も
講
義
に
際
し
て
の
読
解
を
考
慮

し
て
の
処
置
で
あ
り
、
本
来
は
不
要
と
考
え
る
。 

 

谷 

本 

圭 

司* 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
書
き
下
し
文
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
の
本
文
に
記
さ
れ
た
訓
点
に
従
い
、
修

正
、
補
完
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
通
釈
に
意
を
注
ぐ
こ
と
に
し
た
。 

・
通
釈
は
、
徳
山
高
専
の
学
生
（
四
、
五
年
生
）
を
対
象
に
、
努
め
て
平
易
を
心

が
け
て
作
成
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
安
易
な
説
明
に
傾
き
す
ぎ
た
き
ら
い
も
あ

る
。
諸
賢
の
ご
教
示
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
に
思
う
。 

・
注
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
に
わ
た
る
こ
と
を
避
け
て
原
文
の
み
を
記
す
こ
と
に
し
、

記
が
書
か
れ
た
当
時
の
漢
文
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
、
重
要
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
文
献
に
範
囲
を
絞
っ
て
用
例
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、
『
事
文
類
聚
』
や
『
群
芳

譜
』
の
よ
う
な
類
書
等
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
語
彙
の
知
識
に
つ
い
て
の

調
査
は
不
完
全
で
あ
り
、
今
後
、
よ
り
詳
細
な
検
討
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
『
防
長
寺
社
由
来
』
、
及
び
『
徳
山
市
史
史
料
』
全
三
冊
に
収
録
さ
れ
た
、

享
保
〜
寛
延
年
間
の
『
地
下
上
申
』
、
及
び
、
河
合
裕
『
藩
史
』
等
に
見
え
る
関

連
の
記
述
を
加
え
た
。 

 

［
本
文
］ 

松
屋
十
八
景
記 

元
禄
丁
丑
秋
、
周
陽
徳
山
之
主
元
次
君
、
營
新
亭
於
苑
囿
之
中
矣
。
亭
之
左
右

前
後
皆
松
也
。
故
傍
曰
松
屋
也
。
腹
東
南
背
西
北
、
故
冬
暖
夏
涼
也
。
亭
上
所
観

景
物
衆
多
而
不
可
枚
挙
也
。
公
時
時
賁
臨
撮
其
尤
者
十
有
八
箇
而
書
之
壁
間
爲
斯

亭
標
的
。
不
偉
乎
。
一
日
命
僕
記
其
事
也
。 

惟
夫 

斧
斤
長
赦
、
艸
木
蓊
蔚
而
不
辨
秋
冬
者
、
城
山
茂
陰
也
。 

日
迫
虞
淵
、
鴉
投
棲
處
、
華
鯨
哮
吼
者
、
興
元
梵
刹
也
。 

千
株
櫻
花
、
如
雲
若
雪
、
白
浪
滔
天
、
香
風
滿
袖
者
、
馬
場
之
逸
興
也
。 

*

一
般
科
目 
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時
維
夏
而
薫
風
自
南
來
、
亭
上
生
微
涼
者
、
相
島
峻
嶺
也
。 

晴
鏡
飛
上
、
高
揚
明
輝
者
、
大
河
内
秋
月
也
。 

回
眸
八
坳
、
則
滕
六
降
雪
、
玉
塵
濺
林
、
驢
背
之
詩
思
、
勃
然
生
矣
。 

夕
日
照
泉
原
、
而
映
楓
入
松
也
。 

艇
艇
帆
風
、
共
帰
濱
崎
、
魚
市
沽
衒
、
喧
嘩
譊
譊
矣
。 

蛇
島
、
崛
起
海
上
、
形
容
奇
怪
也
。
屋
上
以
是
爲
盆
石
、
不
宜
乎
。 

席
上
観
海
、
則
波
瀾
千
里
、
天
光
一
碧
、
鶴
汀
鳬
渚
、
化
工
鎔
冶
、
而
非
所
人
力

布
置
按
排
也
。 

且
漁
舟
亂
雑
、
浮
海
歌
曲
、
喚
聲
相
答
者
、
金
崎
朝
暮
也
。 

振
古
以
雨
奇
晴
好
爲
西
湖
絶
勝
、
野
島
亦
然
。
以
過
雨
執
之
也
。 

列
松
當
南
、
齊
整
無
長
短
、
左
右
雍
道
、
何
其
稠
茂
乎
。 

至
若
擔
薪
策
羸
、
相
呼
相
應
者
、
前
路
樵
人
也
。 

民
居
富
饒
、
則
朝
夕
之
煙
、
續
續
不
斷
。
如
是
則
辻
村
炊
煙
、
濃
淡
繋
民
肥
瘠
也
。 

又
、
注
目
於
福
田
相
向
、
則
千
仞
之
壁
崕
、
如
立
十
里
歩
障
也
。 

爽
嵐
入
松
濤
聲
徹
耳
、
午
睡
半
驚
恍
如
泊
江
湖
也
。 

民
邦
本
、
本
固
邦
寧
。
耕
耘
収
蔵
、
朝
出
晩
帰
、
晝
于
茅
、
宵
索
綯
、
勤
力
以
養

人
。
共
皆
屋
前
對
田
所
視
察
也
。 

吁
嗟
、
時
豊
干
戈
横
偃
而
人
人
置
枕
泰
山
。
當
今
代
所
謂
先
憂
而
憂
、
後
樂
而

樂
、
我
君
公
、
何
愧
之
乎
。 

 

元
禄
戊
寅
仲
秋
日  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

桂
氏
方
直 

（
字
、
敬
義
。
號
、
蟠
臥
）
誌 

 

［
書
き
下
し
文
］ 

松
屋
十
八
景
記 

元
禄
丁
丑
の
秋
、
周
陽
徳
山
の
主 

元
次
君
、
新
亭
を
苑
囿
の
中
に
営
す
。
亭

の
左
右
前
後
は
皆 

松
な
り
。
故
に
傍
し
て
松
屋
と
曰
ふ
な
り
。
東
南
を
腹
に
し

て
西
北
を
背
に
す
。
故
に
冬
は
暖
か
に
し
て
夏
は
涼
し
き
な
り
。
亭
上 

観
る
所

の
景
物 

衆
多
に
し
て
枚
挙
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
公 

時
時 

賁
臨
し
其
の
尤
な

る
者 

十
有
八
箇
を
撮
り
て
之
を
壁
間
に
書
せ
し
め
て
斯
の
亭
の
標
的
と
為
す
。

偉
な
ら
ざ
る
か
。
一
日 

僕
に
命
じ
て
其
の
事
を
記
せ
し
む
る
な
り
。 

惟
う
に
夫
れ 

斧
斤
よ
り
長
く
赦
さ
れ
ば
、
艸
木
の
蓊
蔚
と
し
て
秋
冬
を
弁
ぜ
ざ
る
者
は
、
城
山

の
茂
陰
な
り
。 

日 

虞
淵
に
迫
り
、
鴉 

棲
処
に
投
ず
る
と
き
、
華
鯨
の
哮
吼
せ
る
者
は
、
興
元
の

梵
刹
な
り
。 

千
株
の
桜
花
、
雲
の
ご
と
く
雪
の
ご
と
く
、
白
浪
の
天
に
滔
（
は
び
こ
）
り
、
香

風
の
袖
に
満
つ
る
者
は
、
馬
場
の
逸
興
な
り
。 

時 

維
れ
夏
に
し
て
薫
風
南
よ
り
来
り
、
亭
上 

微
涼
を
生
ぜ
し
者
は
、
相
島
の
峻

嶺
な
り
。 

晴
鏡
飛
び
上
り
、
高
く
明
輝
を
揚
ぐ
る
者
は
、
大
河
内
の
秋
月
な
り
。 

眸
を
八
坳
に
回
ら
せ
ば
、
則
ち
滕
六 

雪
を
降
ら
せ
、
玉
塵 

林
に
濺
ぎ
て
、
驢
背

の
詩
思
、
勃
然
と
し
て
生
ず
。 

夕
日
は
泉
原
を
照
ら
し
て
、
楓
に
映
じ
松
に
入
る
な
り
。 

艇
艇 

風
に
帆
か
け
て
、
共
に
濱
崎
に
帰
り
、
魚
市 

沽
衒
、
喧
嘩 

譊
譊
た
り
。 

蛇
島
、
海
上
に
崛
起
し
て
、
形
容
は
奇
怪
な
り
。
屋
上 

是
れ
を
以
て
盆
石
と
為

す
は
、
宜
な
ら
ざ
る
か
。 

席
上 

海
を
観
れ
ば
、
則
ち
波
瀾
千
里
、
天
光
一
碧
、
鶴
汀
鳬
渚
、
化
工
の
鎔
冶

に
し
て
、
人
力
の
布
置
按
排
す
る
所
に
非
ず
。 

且
つ
漁
舟 

乱
雑
に
し
て
海
に
浮
か
び
、
歌
曲 

喚
聲 

相
ひ
答
ふ
る
者
は
、
金
崎

の
朝
暮
な
り
。 

古
に
振
り
雨
奇
晴
好
を
以
て
西
湖
の
絶
勝
と
為
す
。
野
島
も
亦
た
然
り
。
過
雨
を

以
て
之
を
執
る
な
り
。 

列
松 

南
に
当
た
り
て
、
齊
整 

長
短
無
く
、
左
右 

道
を
雍
す
。
何
ぞ
其
れ
稠
茂

な
る
か
。 

薪
を
擔
ひ
羸
を
策
し
、
相
ひ
呼
相
ひ
応
ふ
が
ご
と
き
者
に
至
り
て
は
、
前
路
の
樵

人
な
り
。 
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民
居 

富
饒
な
れ
ば
、
則
ち
朝
夕
の
煙
、
続
続
と
し
て
断
へ
ず
。
是
く
の
ご
と
き

は
則
ち
辻
村
の
炊
煙
、
濃
淡
は
民
の
肥
瘠
に
繋
が
る
な
り
。 

又
た
、
目
を
福
田
に
注
ぎ
相
ひ
向
へ
ば
、
則
ち
千
仞
の
壁
崕
、
十
里
の
歩
障
を
立

つ
る
が
ご
と
き
な
り
。 

爽
嵐 

松
に
入
り
、
濤
聲 

耳
に
徹
し
、
午
睡 

半
ば
驚
く
。
恍
と
し
て
江
湖
に
泊

ま
る
が
ご
と
き
な
り
。 

民
は
邦
の
本
、
本 

固
け
れ
ば
邦 

寧
し
。
耕
耘
収
蔵
、
朝
に
出
て
晩
に
帰
り
、
昼

は
于
茅
、
宵
は
索
綯
、
勤
力
し
て
以
て
人
を
養
う
。
共
に
皆 

屋
前
の
対
田 

視
察

す
る
所
な
り
。 

吁
嗟
、
時
豊
か
に
し
て
干
戈 

横
に
偃
し
て
人
人
枕
を
泰
山
に
置
く
。
今
の
代

に
当
た
り
て
、
謂
ふ
所
の
「
憂
に
先
ん
じ
て
憂
ひ
、
楽
し
み
に
後
れ
て
楽
し
む
」

こ
と
、
我
が
君
公
、
何
ぞ
之
に
愧
ぢ
ん
や
。 

 

元
禄
戊
寅
仲
秋
の
日  

 
 
 
 
 
 
 
 

桂
氏
方
直 

（
字
、
敬
義
。
號
、
蟠
臥
）
誌
す 

 

［
通
釈
］ 

松
屋
十
八
景
記 

元
禄
丁
丑
（
ひ
の
と
う
し
）
の
年
の
秋
、
周
陽
徳
山
の
領
主 

（
毛
利
）
元
次

さ
ま
は
、
新
た
に
亭
を
庭
園
の
中
に
造
営
な
さ
っ
た
。
亭
の
左
右
前
後
は
す
べ
て

松
林
で
あ
る
。
そ
れ
で
側
に
記
し
て
松
屋
と
お
呼
び
に
な
っ
た
。（
こ
の
松
屋
は
）

東
南
（
の
海
側
）
に
面
し
、
西
北
（
の
山
側
）
を
背
後
に
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
冬

は
暖
か
く
夏
は
涼
し
い
。
（
さ
ら
に
）
亭
に
あ
っ
て
観
る
（
す
ぐ
れ
た
）
景
物
は

い
ち
い
ち
数
え
あ
げ
ら
れ
ぬ
ほ
ど
多
い
。
元
次
さ
ま
は
、
時
々
に
来
訪
な
さ
っ
て
、

そ
の
中
の
と
り
わ
け
す
ぐ
れ
た
十
八
の
景
物
を
選
び
と
り
あ
げ
、
こ
れ
ら
を
亭
の

壁
間
に
書
か
せ
て
、
こ
の
亭
の
（
景
物
の
）
手
本
と
な
さ
れ
た
。
な
ん
と
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。 

（
か
く
し
て
）
あ
る
日
、
（
元
次
さ
ま
は
）
私
め
に
命
じ
て
、
そ
の
（
十
八
の
景

物
に
つ
い
て
の
）
こ
と
を
文
章
に
記
さ
せ
な
さ
っ
た
の
で
あ
る
。 

思
う
に
、 

斧
で
切
ら
れ
る
こ
と
か
ら
長
き
に
わ
た
り
免
れ
、
草
木
は
盛
ん
に
生
い
茂
っ
て
秋

冬
に
も
変
わ
ら
ず
に
（
青
々
と
し
て
い
）
る
の
は
、
城
山
の
鬱
蒼
と
し
た
森
で
あ

る
。 

日
が
没
す
る
と
こ
ろ
に
迫
り
、
鴉
が
寝
ぐ
ら
に
帰
ろ
う
と
す
る
と
き
、
暮
れ
六
つ

の
鐘
を
響
き
渡
ら
せ
る
の
は
、
興
元
寺
で
あ
る
。 

（
春
に
咲
く
）
千
本
の
桜
の
花
は
、
雲
の
よ
う
に
雪
の
よ
う
に
、
白
く
立
つ
波
の

天
空
に
ま
で
溢
れ
ひ
ろ
が
る
か
の
よ
う
に
、
芳
香
を
は
ら
む
風
が
袖
を
い
っ
ぱ
い

に
す
る
の
は
、
馬
場
の
す
ぐ
れ
た
趣
き
で
あ
る
。 

時
節
の
夏
と
も
な
れ
ば
、
薫
れ
る
風
が
南
か
ら
吹
き
、
松
屋
に
微
か
な
涼
を
生
じ

さ
せ
（
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
ぬ
境
地
を
感
じ
さ
せ
）
る
の
は
、
相
島
（
＝
大
島
）

の
険
し
い
嶺
で
あ
る
。 

澄
ん
だ
鏡
の
よ
う
に
丸
い
月
が
天
に
上
り
、
高
く
明
る
い
輝
き
を
か
か
げ
る
の
は
、

大
河
内
の
秋
の
月
で
あ
る
。 

目
を
八
久
保
山
に
回
ら
す
と
、
（
雪
を
降
ら
せ
る
神
の
）
滕
六
が
雪
を
降
ら
せ
、

白
玉
の
塵
の
よ
う
な
雪
が
林
に
降
り
、
驢
馬
の
背
に
揺
ら
れ
て
起
き
る
と
い
う
詩

を
作
り
た
い
と
の
思
い
が
、
に
わ
か
に
沸
き
起
こ
っ
て
く
る
。 

夕
日
が
泉
原
（
の
丘
）
を
照
ら
し
て
、
（
紅
の
光
は
）
楓
に
照
り
映
え
、
松
に
差

し
込
む
（
美
し
い
様
子
）
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
漁
船
が
追
い
風
に
帆
を
掛
け
て
、
と
も
に
濱
崎
（
の
港
）
に
帰
り
、

魚
市
で
の
売
り
買
い
に
、
大
声
を
上
げ
て
乱
れ
騒
ぐ
（
の
も
趣
き
の
あ
る
様
子
）
。 

蛇
島
は
、
海
上
に
聳
え
立
っ
て
、
姿
か
た
ち
は
何
と
も
不
可
思
議
で
あ
る
。
松
屋

か
ら(

眺
め
見
て
）
こ
の
島
を
盆
石
に
見
立
て
る
の
は
、
（
ま
こ
と
に
）
も
っ
と

も
な
こ
と
よ
。 

（
松
屋
の
）
席
に
あ
っ
て
（
広
々
と
し
た
）
大
海
を
観
る
と
、
（
穏
や
か
な
）
波

立
ち
は
千
里
の
彼
方
に
続
き
、
日
の
光
に
海
も
空
も
青
々
と
一
つ
の
色
に
（
染
ま

り
）
、
鶴
と
鳧
の
い
る
（
静
か
な
）
波
打
ち
際
（
が
目
に
は
映
り
）
、
（
こ
の
様

子
は
）
造
化
の
神
の
鋳
造
で
あ
っ
て
、
人
間
の
能
力
で
準
備
し
配
置
で
き
る
も
の
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で
は
（
到
底
あ
り
え
）
な
い
。 

一
方
、
漁
船
が
入
り
乱
れ
て
、
海
に
浮
か
び
（
漁
師
た
ち
が
）
歌
を
歌
い
、
声
高

に
叫
び
答
え
合
う
の
は
、
金
ヶ
崎
の
朝
夕
の
様
子
で
あ
る
。 

昔
か
ら
、
雨
で
も
晴
れ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
い
景
色
で
趣
き
深
い
の
を
、
（
中
国

に
あ
る
）
西
湖
の
特
に
優
れ
た
景
勝
と
し
て
い
る
。
野
島
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

（
野
島
を
）
通
り
雨
の
過
ぎ
て
行
く
様
子
を
（
西
湖
の
景
勝
に
）
結
び
つ
け
た
の

で
あ
る
。 

松
並
木
は
南
に
面
し
、
整
然
と
し
て
い
て
長
さ
は
ま
ち
ま
ち
で
は
な
く
、
街
道
の

左
右
を
包
み
こ
む
。
な
ん
と
密
に
生
い
茂
っ
て
い
る
こ
と
よ
。 

薪
を
担
ぎ
痩
せ
馬
に
鞭
打
ち
、
呼
び
合
い
答
え
合
う
こ
と
の
は
な
は
だ
し
い
の
は
、

（
松
屋
の
）
前
の
路
を
行
く
柴
刈
り
の
者
た
ち
で
あ
る
。 

民
く
さ
が
富
ん
で
豊
か
で
あ
る
と
、
朝
夕
の
炊
事
の
煙
は
、
絶
え
間
な
く
続
く
。

こ
の
よ
う
で
あ
る
の
は
、
辻
村
の
炊
事
の
煙
で
、
そ
の
濃
淡
は
民
が
肥
え
て
い
る

か
痩
せ
て
い
る
か
に
結
び
つ
い
て
い
る
。 

さ
ら
に
ま
た
、
目
を
福
田
寺
に
し
っ
か
り
向
け
て
見
る
と
、
千
尋
の
絶
壁
が
、
ま

る
で
十
里
に
わ
た
っ
て
錦
の
幕
を
張
っ
て
立
て
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。 

爽
や
か
な
山
靄
が(

風
と
と
も
に)

松
林
に
入
る
と
、
松
籟(

の
音)
は
耳
に
し
み
と

お
り
、
昼
寝
は
半
ば
覚
め
る
。
ぼ
う
っ
と
し
て
、
あ
た
か
も
（
荘
子
に
い
う
、
魚

が
そ
の
存
在
を
忘
れ
て
の
び
や
か
に
い
ら
れ
る
）
江
湖
に
泊
し
た
か
の
よ
う
で
あ

る
。 

（
書
経
に
い
う
よ
う
に
）
民
は
国
の
本
で
あ
り
、
本
が
し
っ
か
り
す
れ
ば
国
は
安

定
す
る
（
も
の
）
。
（
春
夏
に
は
）
田
畑
を
耕
し
雑
草
を
除
き
（
秋
冬
に
は
）
農

作
物
を
収
穫
し
て
貯
蔵
し
、
朝
に
は
野
良
に
出
て
晩
に
は
住
ま
い
に
帰
り
、
昼
は

茅
を
刈
り
、
夜
は
縄
を
な
い
、
力
を
惜
し
ま
ず
日
々
を
勤
め
て
、
人
を
養
育
し
て

い
く
。
と
も
に
全
て
、
松
屋
の
前
に
広
が
る
田
に
見
え
る
様
子
で
あ
る
。 

 
 
 

あ
あ
、
豊
か
な
時
世
に
干
戈
（
＝
戦
の
た
め
の
武
器
）
を
横
た
え
た
ま
ま
に

し
て
、
人
々
は
泰
山
の
よ
う
に
し
っ
か
り
と
落
ち
着
い
た
時
勢
に
枕
を
置
い
て
安

ん
じ
て
（
生
き
て
）
い
る
。
今
の
（
元
次
さ
ま
の
）
代
に
お
い
て
、
（
「
岳
陽
楼

記
」
に
）
言
う
と
こ
ろ
の
「
（
天
下
国
家
の
）
憂
い
ご
と
に
は
（
人
々
に
）
先
ん

じ
て
心
配
し
、
（
天
下
の
人
々
が
）
楽
し
む
の
に
は
後
れ
て
（
自
ら
は
）
楽
し
む
」

こ
と
（
が
か
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
）
、
我
が
ご
主
君
（
元
次
さ
ま
）
は
、
ど
う

し
て
恥
ず
か
し
く
お
思
い
に
な
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
（
、
そ
の
必
要
は
な
い
）
。

 

 

元
禄
戊
寅
（
つ
ち
の
え
と
ら
）
の
年
（
＝
元
禄
十
一
年
）
仲
秋
（
＝
八
月
）
の

（
某
）
日  

 
 
 
 

桂
氏
方
直 

［
字
は
、
敬
義
。
號
は
、
蟠
臥
］
誌
す
。 

 

［
注
釈
］ 

◯
松
屋 

 
 
 

毛
利
元
次
の
建
て
た
亭
。
文
中
に
そ
の
由
来
を
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の

位
置
に
つ
い
て
は
、
河
合
裕
の
『
藩
史
』
巻
一
上
「
松
屋
御
茶
屋
御
普
請
之
事
」

の
条
に
「
元
禄
十
年
丁
丑
秋
御
城
之
東
ニ
当
り
松
屋
御
茶
屋
御
普
請
成
」
（
『
徳

山
市
史
史
料
』
上
冊
四
五
一
頁
下
）
と
あ
り
、
こ
の
記
と
と
も
に
『
徳
山
名
勝
』

収
め
る
、
宇
都
宮
遯
庵
の
「
松
屋
十
八
景
詩
并
序
」
の
序
に
は
、
「
拒
棲
息
堂
数

百
歩
而
在
林
麓
高
原
之
地
、
其
景
象
之
為
佳
麗
也
。
」
と
あ
る
。 

◯
十
八
景 

 
 
 

当
時
の
徳
山
藩
領
内
の
十
八
の
景
勝
と
し
て
毛
利
元
次
が
選
ん
だ
も
の
。 

 
 
 

中
国
の
南
宋
末
期
お
け
る
瀟
湘
八
景
を
端
緒
と
し
、
日
本
の
近
世
に
お
い
て

近
江
八
景
に
代
表
さ
れ
る
、
八
景
や
十
景
の
例
は
多
く
、
特
定
の
地
域
に
お
け
る

景
勝
を
選
定
し
、
文
学
的
表
現
の
標
的
と
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
流
行
で
あ
っ
た
。

 

 
 
 

元
禄
時
代
に
十
八
も
の
景
を
取
り
上
げ
た
例
は
珍
し
い
。
独
立
行
政
法
人 

国

立
環
境
研
究
所
に
よ
る
「
研
究
報
告
１
９
７
号 

R
e
s
e
a
r
c
h 

R
e
p
o
r
t 

f
r
o
m 

t
h
e 

N
a
t
i
o
n
a
l 
I
n
s
t
i
t
u
t
e 
f
o
r 
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l 
S
t
u
d
i
e
s
, 
J
a
p
a
n 
N
o
. 
1
9
7
, 
2
0
0
7 
 

R
-
1
9
7
-
2
0
0
7 
 

八
景
の
分
布
と
最
近
の
研
究
動
向  

T
h
e 

D
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n 

o
f 

a
n
d 

R
e
c
e
n
t 

R
e
s
e
a
r
c
h 

o
n 

H
a
k
k
e
i 

(
E
i
g
h
t 

V
i
e
w
s
) 

o
f 

J
a
p
a
n

」
中
の
、
８

資
料 

「
８
・
１
日
本
の
八
景
デ
―
タ 

A 
L
i
s
t 

o
f 

J
a
p
a
n
e
s
e 

H
a
k
k
e
i 

榊
原

映
子
」
を
通
観
す
る
限
り
、
確
実
に
元
禄
期
に
確
定
し
て
い
る
例
で
、
十
八
と
い
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う
数
に
達
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
例
の
み
で
あ
る
。 

＊
以
上
は
、
表
題
に
つ
い
て
。
な
お
、
こ
の
文
章
は
、
文
体
、
構
成
に
お
い
て
、

北
宋 
欧
陽
脩
の
「
酔
翁
亭
記
」
を
手
本
と
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。 

 

◯
元
禄
丁
丑
秋 
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
年
）
秋 

◯
賁
臨  

 
 

「
賁
」
の
読
み
は
、
「
ひ
」
。
客
の
来
訪
を
敬
っ
て
い
う
語
。
『
詩
経
』
小
雅

「
白
駒
」
に
「
皎
皎
白
駒
、
賁
然
來
思
。
」
と
あ
る
に
基
づ
く
語
で
あ
り
、
朱
熹

の
『
集
傳
』
に
は
、
「
賁
然
、
光
采
之
貌
也
。
」
と
あ
る
。
来
訪
す
る
者
に
輝
く

ば
か
り
の
素
晴
ら
し
さ
の
あ
る
こ
と
を
い
う
言
葉
で
あ
る
。
光
臨
に
同
じ
。 

◯
周
陽
徳
山 

 
 

周
防
国
徳
山
。
現
在
の
山
口
県
周
南
市
徳
山
。 

◯
主
元
次
君 

 
 

徳
山
藩
第
三
代
藩
主
、
毛
利
元
次
。 

◯
腹
東
南
背
西
北 

腹
は
正
面
、
背
は
背
後
を
い
う
。
現
実
の
地
形
を
考
慮
し
て
、
正
面
を
海
側
、

背
後
を
山
側
と
解
釈
し
た
。 

◯
標
的 

 
 

手
本
。
規
範
。
『
世
說
新
語
』
言
語
篇
「
王
中
郞
令
伏
玄
度
、
習
鑿
齒
論
靑
楚

人
物
」
の
劉
孝
標
の
注
に
引
用
さ
れ
た
「
王
中
郞
傳
」
に
「
坦
之
氣
度
淳
深
、
孝

友
天
至
、
譽
輯
朝
野
、
標
的
當
時
。
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
の
用
例
が
見
え
る
。 

◯
僕 

 
 

記
の
作
者
、
桂
方
直
（
か
つ
ら 

か
た
な
お
）
を
さ
す
。
名
前
の
読
み
は
、
小

川
宣
『
周
南
風
土
記
』
に
「
か
た
な
お
」
と
ル
ビ
を
ふ
っ
て
あ
る
の
に
従
っ
た
。

 

＊
以
上
、
松
屋
、
及
び
松
屋
十
八
景
の
由
来
を
述
べ
、
方
直
自
身
が
こ
の
記
を
誌

す
に
い
た
っ
た
ゆ
え
ん
を
述
べ
る
。 

 

◯
斧
斤
長
赦 

 
 

長
く
切
り
倒
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。
北
宋 

黄
庭
堅
の
詩
「
武

昌
松
風
閣
」
に
「
老
松
魁
梧
數
百
年
、
斧
斤
所
赦
今
參
天
。
」
と
あ
る
。 

◯
蓊
蔚 

 
 

草
木
が
鬱
蒼
と
生
い
茂
る
さ
ま
。
漢 

張
衡
の
「
南
都
賦
」
に
「
晻
曖
蓊
蔚
、

含
芬
吐
芳
。
」
と
あ
り
、
李
善
の
注
に
「
晻
曖
蓊
蔚
、
言
草
木
闇
暝
茂
盛
也
。
」

（
『
文
選
』
巻
一
）
と
あ
る
。 

◯
不
辨 

 
 

区
別
が
な
い
こ
と
。 

◯
城
山 

 
 

城
山
に
該
当
し
そ
う
な
場
所
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。
現
在
の
地
図
地
形
か

ら
は
、
徳
山
藩
藩
主
の
館
の
背
後
に
あ
っ
た
金
剛
山
（
岐
山
）
、
あ
る
い
は
、
杉

氏
の
居
城
の
あ
っ
た
山
が
該
当
箇
所
と
し
て
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
地
下
上

申
』
徳
山
村
に
「
お
茶
屋
壱
ヶ
所  

 

御
屋
敷
山
之
東
ニ
有
之
」
（
『
徳
山
市
史

史
料
』
上
冊
二
六
九
頁
上
）
と
あ
り
、
こ
の
お
茶
屋
が
松
屋
の
あ
っ
た
所
を
想
定

さ
せ
る
た
め
、
藩
主
の
館
の
背
後
の
山
は
「
御
屋
敷
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
り
、
城
山
と
明
確
に
記
す
例
が
見
え
な
い
た
め
、
こ
れ
を
城
山
と
断
定
す
る

の
は
た
め
ら
わ
れ
る
。 

『
地
下
上
申
』
徳
山
村
に
は
、
「
古
城
山
弍
ヶ
所
」
と
項
を
立
て
、
さ
ら
に
以

下
の
記
述
が
あ
る
（
『
徳
山
市
史
史
料
』
二
六
九
頁
下
）
。
「
壱
ヶ
所 

 

一
ノ

井
手
ニ
有
之 

但
城
主
杉
次
郎
左
衛
門
元
相
居
城
ニ
而
其
節
の
屋
敷
は
今
辻
と

い
ふ
所
の
後
田
ノ
中
ニ
有
之
、
今
に
杉
屋
敷
と
ほ
の
ぎ
名
に
申
し
傳
候
、
此
辺
知

行
所
ニ
て
可
有
御
座
候
へ
共
何
程
い
つ
れ
迄
と
申
分
り
不
分
明
候
事
」
、
「
壱
ヶ

所  
馬
屋
に
有
之 

但
城
主
申
傳
等
無
御
座
候
事
」
。 

以
上
、
候
補
は
金
剛
山
、
古
城
山
、
馬
屋
の
丘
の
三
箇
所
と
な
る
が
、
由
来
の

は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
、
松
屋
か
ら
眺
め
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
ひ
と
ま
ず
杉

氏
の
城
が
あ
っ
た
「
古
城
山
」
と
し
て
お
く
。 

◯
茂
陰 

 
 

晋 

何
劭
の
詩
「
贈
張
華
」
に
「
舉
爵
茂
陰
下
、
攜
手
共
躊
躇
。
奚
用
遺
形
骸
、
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忘
筌
在
得
魚
。
」
と
あ
り
、
呂
延
済
の
注
に
「
済
曰
、
爵
、
酒
盃
。
擧
於
林
木
茂

陰
之
下
、
躊
躇
緩
歩
也
。
」
（
文
選
巻
二
四
）
と
あ
る
。 

◯
日
迫
虞
淵 

 
 

虞
淵
は
、
日
の
没
す
る
と
こ
ろ
の
意
。
晋 

向
秀
の
「
思
舊
賦
」
の
序
に
「
于

時
日
薄
虞
淵
、
寒
冰
淒
然
。
」
と
あ
り
、
李
善
は
『
淮
南
子
』
天
文
訓
「
日
至
於

虞
淵
。
是
謂
黃
昏
。
」
を
引
い
て
い
る
（
『
文
選
』
巻
一
六
）
。 

◯
鴉
投
棲
處 

 
 

鴉
が
寝
ぐ
ら
に
帰
っ
て
い
く
の
意
。
唐 

劉
長
卿
の
詩
「
題
虎
丘
寺
」
に
「
日

映
千
里
帆
、
鴉
歸
萬
家
樹
。
」
（
『
唐
詩
類
苑
』
巻
一
七
四
に
「
題
武
丘
寺
」
と

し
て
収
録
）
と
あ
る
。 

◯
華
鯨
哮
吼 

「
華
鯨
」
は
、
鐘
の
こ
と
。
銘
文
を
刻
さ
れ
た
立
派
な
鐘
を
「
華
」
と
い
い
、

鯨
を
彫
刻
し
た
撞
木
を
「
鯨
」
と
い
う
。
『
防
長
寺
社
由
来
』
徳
山
領
徳
山
村
興

元
寺
の
項
、
「
鐘
楼
門
棟
札
写
」
に
、
万
治
二
年
に
徳
山
藩
初
代
藩
主
毛
利
就
隆

が
鐘
楼
を
寄
進
し
た
こ
と
が
見
え
、
鐘
の
銘
文
を
載
せ
る
が
、
そ
の
銘
の
冒
頭
に

「
助
仏
宣
化
、
鋳
箇
華
鯨
。
」
と
あ
る
（
第
七
冊
一
◯
三
頁
上
〜
一
◯
四
頁
上
）
。

「
哮
吼
」
は
、
（
大
声
で
）
ほ
え
る
こ
と
。
『
碧
巌
録
』
第
五
十
八
則
の
頌
に
「
象

王
嚬
呻
、
獅
子
哮
吼
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
（
鐘
の
音
が
）
大
き
く
響
く
の

意
味
。
な
お
、
「
華
鯨
哮
吼
」
は
、
鐘
銘
の
文
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
表
現
で

あ
る
。 

◯
興
元
梵
刹 

 
 

曹
洞
宗
萬
徳
山
興
元
寺
の
こ
と
。
現
在
の
山
口
県
周
南
市
大
字
上
一
ノ
井
手
に

あ
る
。
杉
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
。
『
防
長
寺
社
由
来
』
徳
山
領
徳
山
村

興
元
寺
の
項
、
「
由
来
書
」
に
詳
し
い
。
第
七
冊
九
九
頁
下
）
。
「
梵
刹
」
は
、

寺
院
の
意
（
梵
は
清
浄
、
刹
は
場
所
の
意
）
。 

＊
以
上
の
二
景
は
、
季
節
変
化
、
日
々
に
お
い
て
変
わ
ら
ぬ
も
の
。 

 

◯
白
浪
滔
天  

 

「
滔
」
の
読
み
は
「
は
び
こ
る
」
。
み
な
ぎ
り
あ
ふ
れ
る
の
意
。
『
書
経
』
益

稷
に
「
禹
曰
、
洪
水
滔
天
、
浩
浩
懷
山
襄
陵
。
下
民
昏
墊
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、

普 

傅
玄
の
「
擬
四
愁
詩
」
其
一
に
「
驚
波
滔
天
馬
不
儷
、
何
為
多
念
心
憂
世
」

（
『
玉
台
新
詠
』
巻
九
）
と
見
え
る
。 

◯
香
風
満
袖 

 
 

唐  

貫
休
の
詩
「
春
遊
靈
泉
寺
」
に
「
因
尋
古
跡
空
惆
悵
，
滿
袖
香
風
白
日
斜
。
」

と
あ
る
。
な
お
、
『
徳
山
雑
吟
』
に
桂
方
直
の
「
馬
場
桜
花
」
と
題
す
る
五
言
律

詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
あ
げ
て
お
く
。「
高
梢
参
彼
蒼
、
大
可
蔽
牛
羊
。

只
不
行
庖
地
、
毎
為
馳
馬
場
。
秦
雲
凝
倚
畳
、
蜀
浪
激
飛
揚
。
吹
満
春
風
面
、
著

人
韓
寿
香
。
」 

◯
馬
場 

 
 

山
口
県
周
南
市
内
に
「
桜
馬
場
」
と
い
う
名
の
バ
ス
停
が
現
在
も
あ
る
。
当
時

の
馬
場
は
、
現
在
の
徳
山
小
学
校
の
前
の
広
い
道
路
に
沿
っ
て
設
け
ら
れ
て
い
た

の
で
、
現
在
、
桜
の
ア
ー
チ
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
と
は
異
な
り
、
松
屋
か
ら
は

左
右
に
広
が
る
形
で
見
え
た
は
ず
で
あ
る
。 

 
 

河
合
裕
『
藩
史
』
巻
之
七 

雑
事
之
部
の
「
徳
山
桜
馬
場
間
数
并
土
手
之
桜
木

植
継
之
事
」
に
、
改
易
の
際
に
す
べ
て
宗
藩
に
よ
っ
て
伐
ら
れ
て
い
た
桜
を
改
め

て
二
百
十
九
本
植
え
た
事
を
記
し
て
お
り
、「
往
古
よ
り
在
来
名
木
之
桜
四
百
本
、

御
還
付
節
御
本
家
よ
り
伐
取
御
売
払
相
成
候
付
而
也
」
と
あ
る
。
元
次
時
代
の
馬

場
の
桜
花
は
、
さ
ぞ
か
し
見
事
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

◯
逸
興 

 
 

格
別
に
趣
き
深
い
こ
と
。
唐 

王
勃
の
「
滕
王
閣
序
」
に
「
遙
襟
俯
暢
、
逸
興

遄
飛
。
」
と
あ
る
。 

◯
維
夏 

『
詩
経
』
四
月
に
「
四
月
維
夏
、
六
月
徂
暑
」
と
あ
る
。 

◯
薫
風
南
自
來
、
亭
上
生
微
涼 

唐
の
文
宗
皇
帝
が
作
っ
た
「
人
皆
苦
炎
熱
、
我
愛
夏
日
長
。
」
に
、
柳
公
権
が

つ
け
た
二
句
「
薫
風
自
南
来 

、
殿
閣
生
微
涼
。
」
に
よ
る
（
『
唐
詩
記
事
』
巻

谷本 圭司
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四
◯
）
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
さ
ら
に
、
北
宋  

蘇
軾
が
四
句
を
加
え
た
も

の
が
「
足
柳
公
権
連
句
」
と
題
し
て
、
『
古
文
真
宝
前
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
蘇
軾
の
加
え
た
四
句
に
よ
っ
て
、
直
諫
の
詩
と
な
っ
て
い
る
点
が
、
こ

の
記
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
「
称
賛
」
に
合
致
し
な
い
。 

 
 

む
し
ろ
、
『
碧
巌
録
』
の
著
者
、
圜
悟
克
勤
禅
師
に
つ
い
て
の
、
一
人
の
修
行

僧
が｢

三
世
の
諸
仏
の
悟
り
の
境
地
と
は
如
何
ん
な
の
か｣

と
問
う
た
の
に
、
雲
門

文
堰
禅
師
は｢

東
山
水
上
を
行
く｣

と
答
え
、
こ
の
雲
門
禅
師
の
語
に
対
し
て
、
圜

悟
禅
師
が
「
薫
風
自
南
来
、
殿
閣 

微
涼
を
生
ず
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を

聞
い
た
、
臨
済
宗
に
お
け
る
公
案
禅
の
大
成
者
で
あ
る
大
慧
宗
杲
禅
師
が
悟
っ
た

と
い
う
話
（
『
續
傳
燈
録
』
巻
三
五
）
に
基
づ
く
と
考
え
る
。
何
も
の
に
も
と
ら

わ
れ
ぬ
境
地
を
い
う
。 

◯
相
島
峻
嶺 

「
相
島
」
は
、
現
在
の
山
口
県
周
南
市
大
島
。
現
在
は
島
で
は
な
く
地
続
き
と

な
っ
て
い
る
。
『
元
和
御
打
渡
牒
』
『
寛
永
御
打
渡
牒
』
に
は
、
と
も
に
「
相
島

村
」(

ル
ビ
「
ヲ
ゝ
」
が
付
し
て
あ
る)

と
し
て
石
高
が
記
さ
れ(

『
徳
山
市
史
資

料
』
上
冊
一
八
九
頁
、
二
◯
六
頁)

、
『
地
下
上
申
』
大
島
村
に
「
但
当
村
往
古

ハ
相
之
字
ヲ
書
来
候
所
ニ
御
先
々
代
ニ
大
之
字
ニ
御
改
被
仰
付
候
事
」
（
『
徳
山

市
史
史
料
』
上
冊
二
五
九
頁
下
。
先
々
代
と
は
、
徳
山
藩
初
代
藩
主 
毛
利
就
隆

を
さ
す
）
と
あ
る
。 

◯
峻
嶺 

険
し
い
嶺
の
こ
と
。
現
在
の
太
華
山
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
。
晋  

王
羲
之
の

「
蘭
亭
集
序
」
に
「
此
地
有
崇
山
峻
嶺
、
茂
林
修
竹
。
」
と
あ
る
。 

◯
晴
鏡
飛
上 

晴
鏡
は
、
澄
み
切
っ
た
光
を
放
つ
満
月
の
こ
と
を
い
う
。
『
錦
繍
段
』
の
冒
頭

に
置
か
れ
た
、
金  

呂
中
孚
の
詩
「
春
月
」
に
「
柳
塘
漠
漠
暗
啼
鴉
、
一
鏡
晴
飛

玉
有
華
。
」
と
あ
る
。
な
お
、
「
飛
上
」
に
つ
い
て
は
、
漢 

無
名
氏
の
古
絶
句

に
「
何
當
大
刀
頭
、
破
鏡
飛
上
天
。
」
（
『
玉
台
新
詠
』
巻
一
◯
に
古
絶
句
四
首

其
一
と
し
て
収
め
る
）
と
あ
る
の
が
、
意
識
さ
れ
て
い
よ
う
。 

◯
高
揚
明
輝 

空
高
く
に
明
る
い
輝
き
を
か
か
げ
る
の
意
。
東
晋  

陶
淵
明
の
詩
「
四
時
」
に

「
春
水
滿
四
澤
、
夏
雲
多
奇
峰
。
秋
月
揚
明
輝
、
冬
嶺
秀
孤
松
。
」
（
『
古
文
真

宝
』
前
集
）
と
あ
る
。 

◯
大
河
内 

現
在
の
大
内
町
。
山
口
県
周
南
市
周
陽1

丁
目
に
大
河
内
バ
ス
停
が
あ
る
。
ま

た
、
『
地
下
上
申
』
徳
山
村
小
村
小
名
付
の
項
に
は
「
大
河
内
」
の
地
名
が
見
え

る
（
『
徳
山
市
史
史
料
』
上
冊
二
六
七
頁
上
）
。
現
在
の
下
松
市
大
河
内
は
、
方

角
か
ら
考
え
て
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
。 

◯
回
眸 

視
線
を
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
。
唐  

白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
に
「
回
眸
一
笑
百
媚

生
、
六
宮
粉
黛
無
顏
色
」
と
あ
る
。 

◯
八
坳 

「
坳
」
の
訓
読
み
は
、
「
く
ぼ
」
。
周
南
市
立
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公

開
さ
れ
て
い
る
『
徳
山
名
勝
』
写
真
版
に
見
え
る
「
松
屋
十
八
景
詩
并
序
」
の
中

の
、
「
八
坳
淡
雪
」
に
「
ハ
チ
ク
ボ
」
と
ル
ビ
が
記
さ
れ
て
い
る
（
第
一
一
頁
）
。

『
地
下
上
申
』
徳
山
村
の
隣
村
境
目
書
に
「
な
め
ら
峠
山
、
峠
山
、
八
が
久
保
山
」

（
『
徳
山
市
史
史
料
』
上
冊
二
七
◯
頁
下
）
と
あ
り
、
『
御
国
廻
行
程
記
』
（
有

馬
喜
惣
太 

筆
）
に
、
禅
宗
興
元
寺
を
興
元
寺
山
の
中
腹
に
描
き
、
そ
の
背
後
に

一
段
高
く
山
を
描
い
て
「
八
久
保
山
」
と
記
し
て
い
る
山
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
。 

◯
滕
六
降
雪 

「
滕
六
」
は
、
雪
を
降
ら
せ
る
神
の
名
。
唐  

牛
僧
孺
『
玄
怪
錄
』
の
蕭
志
忠

の
条
に
、
「
黃
冠
曰
、
蕭
使
君
每
役
人
、
必
恤
其
饑
寒
、
若
祈
滕
六
降
雪
、
巽
二

起
風
、
即
不
復
遊
獵
矣
。
」
と
あ
る
。 

◯
玉
塵 

雪
の
喩
え
。
唐  

白
居
易
の
詩
「
酬
皇
甫
十
早
春
對
雪
見
贈
」
に
「
漠
漠
復
雰

雰
、
東
風
散
玉
塵
。
」
と
あ
る
。 

◯
驢
背
詩
思 
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「
詩
思
」
は
、
詩
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
の
こ
と
。
「
驢
背
詩
思
」
と
は
、
唐

の
相
国
で
あ
り
、
詩
に
巧
み
で
あ
っ
た
鄭
綮
が
、
詩
の
新
作
の
有
無
を
問
わ
れ
て
、

詩
を
作
ろ
う
と
の
思
い
は
、
灞
橋
の
上
、
風
雪
の
中
、
驢
馬
の
背
に
い
る
時
に
生

ま
れ
る
も
の
で
、
こ
こ
に
は
そ
ん
な
も
の
は
な
い
と
答
え
た
故
事
に
よ
る
。 

『
唐
詩
紀
事
』
卷
六
五
に
、「
古
今
詩
話
曰
、
…
…
。
或
曰
『
相
國
近
為
新
詩
否
？
』

對
曰
『
詩
思
在
灞
橋
風
雪
中
驢
子
上
、
此
處
何
以
得
之
？
』
蓋
言
平
生
苦
心
也
。
」

と
あ
る
。 

◯
勃
然 

「
勃
然
」
は
、
急
に
湧
き
起
こ
る
さ
ま
。
『
莊
子
』
知
北
遊
篇
に
「
注
然
勃
然
、

莫
不
出
焉
」
と
あ
る
。 

＊
以
上
の
四
景
は
、
春
夏
秋
冬
の
各
季
節
の
見
ど
こ
ろ
を
挙
げ
た
も
の
。 

 

◯
泉
原 

現
在
の
周
南
市
泉
原
町
。
丘
が
あ
り
、
そ
こ
に
現
在
、
病
院
が
あ
る
。
『
地
下

上
申
』
徳
山
村
の
小
村
小
名
付
の
項
に
「
泉
原
」
の
地
名
が
見
え
る
（
『
徳
山
市

史
史
料
』
上
冊
二
六
七
頁
上
） 

◯
映
楓
入
松
。 

(

秋
に
は)

楓
の
紅
葉
に
照
り
映
え
（
冬
に
は
）
松
林
に
射
し
込
む
と
解
釈
し
た
。

北
宋  

欧
陽
脩
の
詩
「
夕
照
」
に
「
無
憀
照
湘
水
、
丹
色
映
秋
楓
。
」
（
『
居
士

外
集
』
卷
五
） 

＊
こ
の
景
は
、
文
中
に
楓
、
松
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
秋
と
冬
を
通
じ
て
の

近
景
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
季
節
の
景
の
し
め
く
く
り
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

 

 

◯
艇
艇 

「
艇
」
は
、
小
船
。
こ
こ
で
は
、
漁
師
の
船
の
こ
と
。 

◯
帆
風 

『
徳
山
名
勝
』
に
「
風
に
帆
か
け
て
」
と
読
ま
せ
て
い
る
の
に
従
い
、
「
追
い

風
に
帆
を
か
け
て
」
と
解
釈
す
る
。 

◯
濱
崎 

徳
山
の
港
（
現
在
の
周
南
市
築
港
町
）
。
『
御
領
内
町
方
目
安
』
に
よ
れ
ば
、

東
浜
崎
と
西
浜
崎
と
が
あ
り
、
「
両
浜
崎
丁
」
と
記
し
て
い
る
（
『
徳
山
市
史
史

料
』
上
冊
二
二
二
〜
二
二
三
頁
下
段
）
。 

◯
魚
市 

魚
を
売
り
買
い
す
る
市
。
語
例
と
し
て
は
、
唐 

方
干
の
詩
「
越
中
言
事
二
首 

其

二
」
に
「
沙
邊
賈
客
喧
魚
市
、
島
上
潛
夫
醉
笋
莊
。
」
と
見
え
る
。 

◯
沽
衒 

「
沽
」
は
、
買
う
こ
と
。
「
衒
」
は
、
売
る
こ
と
。 

◯
喧
嘩 

 

大
声
を
あ
げ
、
騒
ぐ
こ
と
。
『
後
漢
書
』
巻
六
六 

陳
蕃
伝
に
「
今
京
師
囂
囂
、

道
路
諠
嘩
」
と
あ
る
。 

◯
譊
譊 

言
い
争
う
こ
と
。
収
拾
が
つ
か
な
い
ほ
ど
に
騒
ぎ
乱
れ
る
様
子
を
い
う
語
で
も

あ
る
。
『
莊
子
』
至
樂
篇
に
「
彼
唯
人
言
之
惡
聞
、
奚
以
夫
譊
譊
爲
乎
」
と
あ
る
。 

◯
蛇
島 

読
み
は
、
「
さ
し
ま
」
。
現
在
の
周
南
市
徳
山
湾
に
浮
か
ぶ
、
周
囲
二k

m

の
無

人
島
で
あ
る
。
『
地
下
上
申
』
粟
屋
村
の
項
に
「
佐
島
」
と
見
え
、
「
佐
島
と
ハ

海
中
江
差
出
た
る
小
島
故
か
差
島
と
申
候
」
（
『
徳
山
市
史
史
料
』
上
冊
二
五
九

頁
下
〜
二
六
〇
頁
上
）
と
あ
る
。 

◯
崛
起 

険
し
く
突
き
出
す
こ
と
。
南
斉 

謝
朓
の
詩
「
侍
宴
華
光
殿
曲
水
奉
敕
為
皇
太

子
作
詩
」
に
「
高
殿
弘
敞
。
禁
林
稠
密
。
青
磴
崛
起
。
丹
樓
間
出
。
」
と
あ
る
。

 

◯
屋
上 

「
屋
」
は
、
松
屋
の
こ
と
。
松
屋
に
あ
っ
て(

蛇
島
を
見
る)

の
意
味
に
解
釈
し

た
。 

◯
盆
石 

他
に
は
な
い
趣
き
の
石
を
盆
の
上
に
お
き
、
鑑
賞
す
る
こ
と
。
中
国
北
宋
期
に
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盛
ん
と
な
り
、
日
本
の
五
山
禅
僧
の
間
で
流
行
し
た
。 

◯
不
宜
乎 

（
感
嘆
し
て
、
）
も
っ
と
も
で
あ
る
な
ぁ
。
「
宜
」
は
、
理
に
か
な
う
の
意
。

 

◯
席
上
観
海 

席
上
は
、
「
松
屋
の
席
に
お
い
て
」
の
意
。
「
觀
海
」
は
、
『
孟
子
』
尽
心
章

句
上
の
「
故
觀
於
海
者
難
爲
水
、
遊
於
聖
人
之
門
者
難
爲
言
。
」
に
基
づ
く
語
。

 

◯
波
瀾
千
里
、
天
光
一
碧
、 

北
宋 

范
仲
淹
の
「
岳
陽
楼
記
」
に
「
至
若
春
和
景
明
、
波
瀾
不
驚
、
上
下
天

光
、
一
碧
万
頃
。
」
と
あ
る 

◯
鶴
汀
鳬
渚 

鶴
の
遊
ぶ
み
ぎ
わ
と
、
か
も
の
い
る
な
ぎ
さ
。
幽
静
な
水
辺
の
景
色
を
い
う
。

唐 

王
勃
の
「
滕
王
閣
序
」
に
「
鶴
汀
鳧
渚
、
窮
島
嶼
之
縈
回
、
桂
殿
蘭
宮
、
列

岡
巒
之
体
勢
。
」
と
あ
る
。 

◯
化
工 

自
然
の
造
化
の
こ
と
。
漢 

賈
誼
「
鵩
鳥
賦
」
に
「
且
夫
天
地
爲
鑪
兮
、
造
化

爲
工
」
（
『
文
選
』
巻
）
と
あ
る
の
に
基
づ
く
語
。
唐 

元
稹
の
詩
「
春
蟬
」
に

「
作
詩
憐
化
工
、
不
遣
春
蟬
生
。
」
見
え
る
。 

◯
鎔
冶 

 
 

金
属
を
溶
か
し
て
鋳
物
に
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
自
然
に
よ
る
造
形
の
こ
と
を

い
う
。
宋 

喩
良
能
の
詩
「
石
鍾
山
」
に
「
南
北
兩
石
鍾
、
上
下
一
水
側
。
造
物

妙
鎔
冶
、
蜚
廉
巧
撞
擊
。
」
と
あ
る
。 

◯
非
所
人
力
布
置
按
排 

 
 

人
間
の
能
力
で
配
置
し
バ
ラ
ン
ス
を
取
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
解
釈
し
た
。
陳

琳
の
「
檄
吳
將
校
部
曲
文
」
に
「
若
此
之
事
、
皆
上
天
威
明
、
社
稷
神
武
、
非
徒

人
力
所
能
立
也
。
」
（
『
文
選
』
巻
四
四
）
と
あ
る
。
「
布
置
」
は
、
南
朝
梁 

劉

勰 

『
文
心
雕
龍
』
書
記
篇
に
「
布
置
物
類
、
撮
題
近
意
、
故
小
券
短
書
、
號
為

疏
也
。
」
と
あ
る
。
「
按
排
」
は
準
備
す
る
こ
と
。
唐 

白
居
易
の
詩
「
諭
友
（
友

を
諭
す
）
」
に
「
推
此
自
豁
豁
、
不
必
待
安
排
。
」
と
あ
る
。 

◯
漁
舟
亂
雑 

漁
船
が
入
り
乱
れ
て
い
る
こ
と
。
「
亂
雜
」
は
、
秩
序
が
な
い
こ
と
、
入
り
混

じ
る
こ
と
。
韓
愈 

「
送
孟
東
野
序
」
に
「
其
爲
言
也
、
亂
雜
而
無
章
。
」
と
あ

る
。 

◯
歌
曲 

漁
歌
を
歌
う
こ
と
。 

◯
喚
聲 

叫
び
呼
ば
わ
る
声
。  

 
 

◯
金
崎 

 
 

現
在
の
山
口
県
周
南
市
大
津
島
馬
島
金
崎
（
金
ヶ
崎
？
）
。
た
だ
し
、
金
崎
は

馬
島
の
南
側
に
あ
る
の
で
、
松
屋
か
ら
は
、
見
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
は
、

濱
崎
に
帰
っ
て
く
る
船
と
は
、
逆
の
方
角
に
向
か
う
船
々
の
様
子
を
言
う
の
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
『
地
下
上
申
』
大
津
島
村
の
項
に
「
馬
島
」
の
名
は
見
え
、
船
数

を
「
六
艘
」
と
し
て
、
注
記
に
「
但
馬
島
之
分
猟
船
こ
ち
網
三
月
よ
り
十
月
比
迄

鯛
小
鯛
猟
仕
候
事
」
（
『
徳
山
市
史
史
料
』
上
冊
三
一
〇
頁
下
）
と
あ
る
が
、
地

名
と
し
て
の
金
崎
は
見
え
な
い
。 

◯
振
古 

 
 

大
昔
。
『
詩
経
』
周
頌
「
載
芟
」
に
「
匪
今
斯
今
、
振
古
如
茲
。
」
と
あ
り
、

朱
熹
の
集
伝
に
「
蓋
自
極
古
以
來
已
如
此
矣
。
」
と
あ
る
。 

◯
雨
奇
晴
好
爲
西
湖
絶
勝 

「
雨
奇
晴
好
」
は
、
北
宋
の
蘇
軾
が
、
中
国
の
西
湖
の
様
子
を
詠
ん
だ
詩
、
「
飲

湖
上
初
晴
後
雨 

二
首
」
其
二
に
「
水
光
瀲
艶
晴
方
好
、
山
色
空
濛
雨
亦
奇
。
」

と
あ
る
の
に
基
づ
く
語
で
、
晴
れ
で
あ
れ
雨
で
あ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
す
ぐ
れ
て
趣

の
あ
る
景
色
で
あ
る
こ
と
。
晴
好
雨
奇
と
も
い
う
。
「
絶
勝
」
は
、
こ
の
上
な
く

優
れ
て
い
る
（
場
所
あ
る
い
は
景
色
の
）
こ
と
。 

◯
野
島 

現
在
の
山
口
県
防
府
市
野
島
。
前
の
金
崎
よ
り
も
さ
ら
に
南
に
あ
る
。
『
地
下

上
申
』
に
佐
波
郡 

野
島
の
項
が
あ
る
（
『
徳
山
市
史
史
料
』
に
収
録
の
『
地
下
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上
申
』
に
は
、
野
島
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
山
口
地
方
史
学
会
編
集
『
防
長
地
下

上
申
』
全
四
冊  

昭
和
五
四
年 

マ
ツ
ノ
書
店
刊
の
第
二
冊
四
七
◯
頁
上
〜
四
七

一
頁
下
）
。 

◯
過
雨 

通
り
雨
の
こ
と
。
盛
唐 

杜
甫
の
詩
「
晩
晴
」
に
「
村
晚
驚
風
度
、
庭
幽
過
雨

沾
。
」
と
あ
る
。 

◯
執 

 

結
び
つ
け
る
の
意
。 

＊
以
上
の
五
景
は
、
す
べ
て
海
に
関
す
る
も
の
。 

 

◯
列
松
當
南 

当
時
の
徳
山
は
、
街
道
が
海
沿
い
を
通
り
、
松
屋
か
ら
見
て
南
に
あ
た
る
街
道

沿
い
に
は
、
松
並
木
が
続
い
て
い
た
。
山
口
県
文
書
館
の
サ
イ
ト
に
、
高
画
質
画

像
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
中
の
伊
能
大
図N

o
.
3 

（h
t
t
p
:
/
/
y
m
o
n
j
o
.
y
s
n
2
1
.
j
p
/
u
s
e
r
_
d
a
t
a
/
u
p
l
o
a
d
/
F
i
l
e
/
H
Q
_
D
L
/
i
n
o
u
0
3
_
d

a
t
a
.
j
p
g

）
に
は
、
そ
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
絵
図
で
あ
る
『
御
国

廻
行
程
記
』
（
有
馬
喜
惣
太 

筆
）
に
は
、
街
道
沿
い
だ
け
で
は
な
く
、
海
岸
線

沿
い
に
二
列
の
松
並
木
が
整
然
と
並
ぶ
様
子
が
、
は
っ
き
り
描
か
れ
て
い
る
。
解

釈
に
お
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
街
道
沿
い
と
し
た
が
、「
海
岸
沿
い
に
整
然
と
並
ぶ
」

と
取
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。 

◯
齊
整
無
長
短 

「
齊
整
」
は
、
整
然
と
し
て
い
る
さ
ま
。
西
晋 

楊
泉
の
「
草
書
賦
」
に
「
或

斂
束
而
相
抱
、
或
婆
娑
而
四
垂
、
或
攢
翦
而
齊
整
、
或
上
下
而
參
差
、
或
陰
岑
而

高
舉
、
或
落
擇
而
自
披
。
」
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
七
四
）
と
あ
る
。 

◯
左
右
雍
道 

「
雍
」
は
「
擁
」
に
同
じ
。
包
み
こ
む
こ
と
。
街
道
を
左
右
か
ら
包
み
こ
む
よ

う
に
松
並
木
が
つ
づ
い
て
い
る
さ
ま
を
い
う
。 

◯
何
其
稠
茂
乎
。 

「
稠
茂
」
は
、
隙
間
も
な
い
ほ
ど
に
茂
っ
て
い
る
さ
ま
。
松
並
木
が
途
切
れ
る

こ
と
な
く
続
い
て
い
る
こ
と
を
い
う
。 

＊
こ
の
景
は
、
海
岸
の
景
で
あ
り
、
海
と
陸
の
境
界
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
以
降

の
景
は
、
す
べ
て
陸
上
の
、
松
屋
か
ら
見
た
場
合
の
近
景
と
な
る
。 

 

◯
策
羸 

「
策
」
は
、
鞭
打
つ
こ
と
。
「
羸
」
は
、
痩
せ
馬
。 

◯
相
呼
相
應 

北
宋 

欧
陽
脩
の
「
酔
翁
亭
記
」
に
「
至
於
負
者
歌
於
途
、
行
者
休
於
樹
、
前

者
呼
、
後
者
應
、
傴
僂
提
攜
、
往
來
而
不
絕
者
、
滁
人
遊
也
。
」
と
あ
る
。 

◯
前
路
樵
人 

「
前
路
」
は
、
前
に
あ
る
道
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
松
屋
の
前
の
道
。
晉 

陶

潛 

「
歸
去
來
辭
」
に
「
問
徵
夫
以
前
路
、
恨
晨
光
之
熹
微
。
」
と
あ
る
。
「
樵

人
」
は
、
樵
夫
に
同
じ
く
、
こ
こ
で
は
「
柴
刈
り
に
来
る
人
」
の
意
味
に
解
釈
し

た
。 

◯
民
居
富
饒 

「
富
饒
」
は
、
余
り
あ
る
ほ
ど
に
富
み
豊
か
で
あ
る
こ
と
。
『
史
記
』
巻
一
◯

六 

吳
王
濞
列
伝
に
「
吳
有
豫
章
郡
銅
山
、
濞
則
招
致
天
下
亡
命
者
盜
鑄
錢
、
煮

海
水
爲
鹽
、
以
故
無
賦
、
國
用
富
饒
。
」
と
あ
る
。 

◯
辻
村 

現
在
の
山
口
県
周
南
市
辻
町
。『
地
下
上
申
』
徳
山
村
の
小
村
小
名
付
に
、「
辻
」

の
名
が
見
え
る
（
『
徳
山
市
史
史
料
』
上
冊
二
六
七
頁
上
）
。 

◯
炊
煙 

煮
炊
き
の
際
に
立
ち
の
ぼ
る
煙
。 

◯
肥
瘠 

肥
え
て
い
る
か
痩
せ
て
い
る
か
の
意
。
『
禮
記
』
月
令
に
「
仲
秋
之
月
、
案
芻

豢
、
瞻
肥
瘠
、
察
物
色
。
」
と
あ
る
。 

◯
福
田 
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現
在
の
周
南
市
徳
山
の
福
田
寺
原
に
あ
る
、
曹
洞
宗
金
砂
山
福
田
寺
。
『
防
長

寺
社
由
来
』
徳
山
村
福
田
寺
に
由
来
書
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
（
第
七
冊
一
◯
六
頁

上
〜
一
◯
七
頁
下
）
が
、
崖
に
関
す
る
記
述
は
見
え
な
い
。
現
在
の
福
田
寺
の
立

地
は
、
小
高
い
丘
の
上
で
あ
り
、
そ
の
西
側
（
松
屋
か
ら
見
え
た
と
想
定
さ
れ
る

側
）
は
緑
で
一
面
に
覆
わ
れ
た
崖
の
よ
う
に
見
え
る
。
こ
こ
で
い
う
崖
と
は
、
そ

の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。 

◯
千
仞
之
壁
崕 

は
る
か
に
高
い
崖
。
晉 
張
載
の
「
劍
閣
銘
」
に
「
是
曰
劍
閣
、
壁
立
千
仞
、

窮
地
之
險
、
極
路
之
峻
。
」
（
『
文
選
』
巻
五
六
）
と
あ
る
。
な
お
、
「
壁
崕
」

は
、
唐 

李
白
の
詩
「
秀
華
亭
」
に
「
曜
日
凝
成
錦
，
凌
霄
增
壁
崖
。
」
と
見
え

る
。 

◯
如
立
十
里
歩
障
也 

「
歩
障
」
は
、
錦
の
幕
を
張
っ
て
立
て
た
も
の
を
い
う
。
『
世
説
新
語
』
汰
侈

篇
に
「
君
夫
作
紫
絲
布
步
障
碧
綾
裹
四
十
里
、
石
崇
作
錦
步
障
五
十
里
以
敵
之
。
」

と
あ
る
。 

◯
爽
嵐
入
松 

「
爽
嵐
」
は
、
字
義
通
り
な
ら
、
爽
や
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
山
靄
の
意
。
こ
こ

は
靄
を
松
林
に
吹
き
入
れ
る
風
の
意
味
合
い
も
含
む
も
の
と
し
て
解
釈
し
た
。 

◯
濤
聲
徹
耳 

「
濤
聲
」
は
、
松
籟
の
音
。
松
に
吹
く
風
に
よ
っ
て
起
き
る
う
な
り
で
、
波
の

よ
う
な
音
。
「
徹
」
は
、
貫
き
通
す
の
意
。 

◯
午
睡
半
驚 

「
午
睡
」
は
、
昼
寝
。
「
驚
」
は
、
醒
め
る
の
意
。 

◯
恍
如
泊
江
湖 

「
恍
」
は
、
我
を
忘
れ
て
い
る
さ
ま
。
こ
の
部
分
は
、
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
に

「
孔
子
曰
、
魚
相
造
乎
水
、
人
相
造
乎
道
。
相
造
乎
水
者
、
穿
池
而
養
給
。
相
造

乎
道
者
、
無
事
而
生
定
。
故
曰
、
魚
相
忘
乎
江
湖
，
人
相
忘
乎
道
術
。
」
と
あ
り
、

江
湖
で
は
魚
が
魚
と
し
て
の
自
身
の
存
在
を
忘
れ
て
の
び
や
か
に
い
ら
れ
る
と

あ
る
の
を
ふ
ま
え
た
表
現
。 

◯
民
邦
本
、
本
固
邦
寧 

「
本
」
は
、
国
家
の
根
本
の
こ
と
。
『
書
経
』
五
子
之
歌
に
「
民
惟
邦
本
、
本

固
邦
寧
。
」 

と
あ
り
、
孔
伝
に
「
言
人
君
當
固
民
以
安
國
。
」
、
孔
穎
達
の
疏

に
「
民
惟
邦
國
之
本
、
本
固
則
邦
寧
。
」
と
あ
る
。  

◯
耕
耘
収
蔵 

田
畑
を
耕
し
、
雑
草
を
除
き
、
作
物
を
収
穫
す
る
こ
と
。
広
く
農
業
を
指
す
。

漢 

桓
寬 

『
鹽
鐵
論
』
散
不
足
に
「
春
夏
耕
耘
、
秋
冬
收
藏
。
」
と
あ
る
。 

◯
朝
出
晩
帰 

朝
に
出
か
け
、
日
暮
れ
に
帰
る
。
北
宋 

欧
陽
脩 

「
酔
翁
亭
記
」
に
「
朝
而
往
、

暮
而
歸
、
四
時
之
景
不
同
、
而
樂
亦
無
窮
也
。
」
と
あ
る
。 

◯
晝
于
茅
、
宵
索
綯 

『
詩
経
』
豳
風 

七
月
に
「
晝
爾
於
茅
、
宵
爾
索
綯
。
」
と
あ
り
、
鄭
箋
に
「
夜

作
絞
索
、
以
待
時
用
。
」
と
あ
る
。 

◯
勤
力
以
養
人
。 

「
勤
力
」
は
、
力
を
尽
く
す
こ
と
。
『
史
記
』
巻
三
殷
本
紀
に
「
維
三
月
、
王

自
至
於
東
郊
。
告
諸
侯
群
后
『
毋
不
有
功
於
民
、
勤
力
迺
事
。
』
」
と
あ
る
。
「
養

人
」
は
、
人
を
養
育
す
る
こ
と
。
『
孟
子
』
離
婁
章
句
下
に
「
以
善
養
人
、
然
後

能
服
天
下
。
」
と
あ
る
。 

◯
屋
前
對
田 

「
屋
」
は
、
松
屋
の
こ
と
。
対
は
、
面
と
向
か
う
こ
と
。 

◯
干
戈
横
偃 

「
横
偃
」
は
、
横
た
え
た
ま
ま
に
す
る
と
解
釈
し
た
。
『
史
記
』
巻
五
五
留
侯

世
家
に
「
殷
事
已
畢
、
偃
革
爲
軒
、
倒
置
干
戈
、
覆
以
虎
皮
、
以
示
天
下
不
復
用

兵
。
」
と
あ
る
。 

◯
人
人
置
枕
泰
山 

「
置
枕
泰
山
」
と
は
、
泰
山
の
よ
う
に
静
か
に
安
定
し
て
動
く
こ
と
が
な
い
こ
と

を
い
う
。
北
宋 

黄
庭
堅
の
詩
「
奉
同
子
瞻
韻
寄
定
國
」
に
「
收
身
薄
冰
釋
、
置
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枕
泰
山
安
。
」
と
あ
る
。
な
お
、
黄
庭
堅
の
詩
中
の
「
泰
山
安
」
は
、
漢 

枚
乘

の
「
七
發
」
に
「
變
所
欲
爲
、
易
於
反
掌
、
安
於
泰
山
。
」
（
『
文
選
』
巻
三
四
）

と
あ
る
の
に
基
づ
く
表
現
で
あ
る
。 

＊
以
上
、
陸
上
の
五
つ
の
近
景
。 

 

◯
當
今
代 

今
の
時
代
に
な
っ
て
。
元
次
侯
の
善
政
に
よ
っ
て
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
る
。

 

◯
先
憂
而
憂
、
後
樂
而
樂 

(

天
下
国
家
の
）
憂
い
ご
と
に
は
（
人
々
に
）
先
ん
じ
て
心
配
し
、
（
天
下
の

人
々
が
）
楽
し
む
の
に
は
後
れ
て
（
自
ら
は
）
楽
し
む
。
い
わ
ゆ
る
、
「
先
憂
後

楽
」
。
范
仲
淹
の
「
岳
陽
楼
記
」
に
「
先
天
下
之
憂
而
憂
，
後
天
下
之
樂
而
樂
。
」

と
あ
る
の
に
よ
る
。 

◯
我
君
公 

毛
利
元
次
の
こ
と
。 

◯
何
愧
之
乎 

「
愧
」
は
、
恥
じ
入
る
こ
と
。 

＊
結
び
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
十
八
景
が
、
元
次
侯
の
善
政
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
、
元
次
侯
を
褒
め
称
え
て
い
る
。 

 

◯
元
禄
戊
寅
仲
秋
日 

 
 
 

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
年
）
八
月
某
日 

◯
桂
氏
方
直 

 
 
 

桂 

方
直
（
か
つ
ら 

か
た
な
お
）
。
関
連
の
文
献
は
、
す
べ
て
「
当
代
一
流

の
学
者
」
と
し
て
、
伊
藤
東
涯
、
長
沼
玄
珍
、
中
島
義
方
と
並
べ
て
、
彼
の
名
を

記
し
て
い
る
が
、
前
記
の
よ
う
に
実
態
が
不
明
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
が
必
要
で

あ
る
。 

  

                            

谷本 圭司

徳山工業高等専門学校研究紀要

12




